
 

１ 会 議 名  高山工業高等学校学校運営協議会  （第２回） 

 

２ 開催日時  令和３年１０月２１日（木） １３：１５～１５：２５ 

 

３ 開催場所  高山工業高等学校 会議室 

 

４ 参 加 者  会 長  溝下   学  育友会会長 

        副会長  西洞  正樹  千島町町内会副会長 

委 員  中野谷 康司  高山市教育長（ご欠席） 

下垣内たか子   高山市立日枝中学校校長 

              角井  昭雄  高山市立花里小学校校長 

             今井  哲子  高山市商工会議所 女性部 

             岡田  明子  飛騨木工連合会 理事 

 

学校側  村田  和宏  校長   

岩島  義則  教頭 

和仁  崇幸  事務長 

門前  雅人  教務主任 

高橋  佑介  生徒指導主事 

山下  泰司  進路指導主事 

川上   登  工業部長  

 

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）前期の諸活動報告について 

   意見１：高等学校における校則の問題についてはマスコミでも取り上げられている。本校で

は生徒の個性を大切にしつつ、社会的な観点から見てどうかということを生徒に気

付かせる指導をしてほしい。身だしなみについて企業にアンケートしたのはよい試

みである。 

   意見２：小学校でも１人 1台のタブレットが整備され半年が経った。活用は研究中である。

本校にはプログラミングの指導でお世話になっているが、授業のタブレット活用に

ついても見せていただきたい。 

   意見３：本校では卒業後就職を見据えた指導をしているが、小中学校でもキャリア教育につ

ながる専門的な学習が充実できるとよい。 

意見４：就職者と同じく進学者も多い。本校の魅力や特色を中学生にもっと広報することで、

中学生が大学進学を見据えた高校選びとして選択肢を広げられると感じた。 

意見５：求人倍率が高い。地元企業は人材確保が課題だが、企業側もＵターン就職が増える

アピールが必要と感じた。 

 

 （２）令和４年度「三つの方針（スクール・ポリシー）」案について 

   原案通り承認された。 
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 （３）県立学校体育施設開放について 

   意見１：現時点で外部団体が開放（使用）している施設はあるか。 

       ⇒ 飛騨高山ブラックブルズ（女子ハンドボールチーム）にトレーニングルーム、

スキー連盟に夜間の体育館の使用許可を出している。 

   意見２：町内からの要望はあるか。 

       ⇒ 現時点ではない。 

   意見３：使用したい場合、ネットでの予約システムはあるか。 

       ⇒ 現時点ではネット予約システムはなく、紙面による個別対応である。 

   意見４：高校の施設はそもそも借りることができない施設と認識していた。小中学校の体育

館はネットで予約し使用することができるが場所は不足している。場所が増えるこ

とはありがたい。市のシステムで予約でき鍵の管理も安易にできる利便性がほしい。 

   意見５：小中学校では教育活動で急きょ体育施設の使用が必要になった場合、予約をお断り

する場合がある。教育活動を優先したうえで開放する必要がある。 

 

６ 会議のまとめ 

  ・第２回学校運営協議会では、令和４年度スクール・ポリシー案について全委員より承認が得

られた。 

  ・県立学校体育施設開放については、現時点で地域から具体的な要望はないが、使用できる開

放施設が増えることは歓迎された。しかし、学校としては施錠等、施設管理において解決す

べき多くの課題がある。 

 


